
国産コーヒー農園開設のご案内

やまこうファーム株式会社



コーヒー市場の現況

国内生産わずか1%未満のコーヒー栽培市場

これまでの日本のコーヒー豆：99%を輸入。国産はわずか1%未満 （沖縄や離島のみで確認）

本事業によりコーヒー農園を開設することで、国内で作られた希少な「国産コーヒー」を生産し、国産コーヒーブランドとして、コ
ーヒー豆や粉末、飲料として自由に商品化し、比較的自由な価格設定で提供ができる状況です。



コーヒー栽培事業の魅力

①事業の差別化・企業のイメージアップ

国産コーヒーを生産することは、今までにない分野へ進出することができ、差別化することができます。また、注目度も高く、イメージも良いこ

とから企業のイメージアップにもつながります。

②日本独自の技術で利益の最大化

近年コーヒーはワインと似て嗜好品となっており、質の高いものを収穫することでより価値を上げることができます。栽培はもちろんですが、収

穫後の加工も日本の技術で発酵させることで、日本独自のコーヒーを作ることができます。国内だけでなく世界でも販売していくことで、利益を

最大化し儲かる農業を目指せます。

③国産コーヒーの将来性

国内含め、新たに中国など、世界的にもコーヒー需要は高まっています。そんな中、世界でのコーヒー栽培は2050年問題に代表されるように、気

候変動などにより収穫量は減少しています。需要が増え、供給が減っている売り手市場に変わってきている業界です。

④プロ農家でなくても栽培可能

コーヒーは木ですから、イチゴやトマトと違ってあまり人手がかかりません。栽培ノウハウはありますが、日々行う作業で高度な知識や技術を要

することは極めて少ないので、プロ農家でなくても栽培することができます。



Yamako Farmの紹介①

創業者 山本耕祐

岡山の出身。大学を卒業後、交通系企業と教育出版企業を経て、

書店を開業。学習塾も開業し、国内に15校、講師が100名程、

生徒数は1500人になりました。その後。実家が農家だったこともあり、農業の会社を立ち上げ、

皮ごと食べれるバナナを開発・販売。

2020年国産のコーヒー栽培を本格的に始動すべくやまこうファーム（株）を立ち上げる。

人のやりたいことの後押しをすることが好き！

やりたい仕事にどんどんチャンレンジする社風です。

創業者山本の性格や理念を反映した、「どう転んでも芽（目）が出る」

サイコロがYamakoFarmの社名ロゴとなっています。



Yamako Farmの紹介②

岡山市にある高松農場で珈琲栽培を行っています。

弊社がご提供するコーヒー苗はアラビカ種ティピカ。
アラビカ種の原種と言われている高級品種を凍結解凍覚醒法により覚醒。
弊社の栽培ノウハウと合わせ、世界でも稀な希少種苗をご提供できます。

弊社にて収穫物の全量買取を行っており、豆の販売・売上についても安定します。

現在生豆でしか輸入できないコーヒー豆を国内で栽培することにより、スペシャリティコーヒー
には欠かせない、発酵や加工を国内の技術を使って開発することができます。
様々な企業や大学から研究の依頼が来ており、様々な商品開発を行っております。

日本の発酵、加工技術で世界で認められる特別なコーヒー豆を生成し、国産コーヒーの業界を
作っていきます。



YamakoFarmの４つのコーヒー事業

①コーヒー農園開設事業

弊社コーヒー苗、培養土、ハウスなどを販売し、コーヒー栽培を

全国で増やしていき、国産コーヒー業界を作る活動

②国産コーヒーの広報と普及活動

JAPAN COFFEE PROJECTの認知を広める活動・会員の募集

③国産コーヒーの商品開発・販売

コーヒー豆の製造、ブランド化、その他コーヒー関連商品の開発販売

④コーヒーの研究・コーヒービジネスの研究

コーヒー苗の開発、栽培用の土の開発、飲料の開発



YamakoFarmのコーヒー苗について

凍結解凍覚醒法の技術を施したコーヒーの苗木を取り扱っています。

通常のコーヒーの苗木に比べて成長が早く（約2倍）、収穫量が多い（約1.5倍）

のが特徴です。さらにアラビカ種の原種と言われる高級品種のティピカです。



コーヒー農園開園までの準備

①資金の確保
開業のための資金計画

②土地の確保
コーヒーを栽培する農地を確保

③温室ハウスの設置
温室ハウスの設置

暖房機器の設置

④人の確保
栽培を管理する人員の確保

⑤販路の準備（弊社で買取も可能）
コーヒー販売の準備



農園見学

農園見学も可能です。宜しければ是非見学にお越しください。

YamakoFarm

高松農園

〒701-1356 

岡山県岡山市北区下土田２７０−２



一緒にコーヒー農園をはじめませんか


